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最
近
、
先
史
時
代
の
石
器
資
料
に
、
製
作
に
失
敗
し
て
放
棄
さ
れ
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
、
し
か
も
、
熟
練
者
に
よ
る
失
敗
品
に
加
え
て
、
練
習
の
た
め
の
失
敗
品
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
こ
に
製
作
者
の
技
能
差
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
阿
部
二
○
○
○
・
○一一一ａ・○一二ｂ）。そして、熟練者と初心者が同じ場所で
石
器
製
作
を
行
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
が
文
化
伝
承
の
場
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
。
縄
文
時
代
の
資
料
で
は
、
最
も
一
般
的
な
石
器
で
あ
る
石
雛
・
磨
製
石
斧
を
扱
い
、
従
来
未
製
品
と
分
類
さ
れ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
製
作
を
続
行
す
る
と
完
成
品
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
製
作
失
敗
品
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
石
器
組
成
上
の
問
題
点
も
指
摘
し
た
。
後
期
旧
石
器
時
代
の
資
料
で
は
石
刃
法
政
史
学
第
六
十
一
号
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
は
じ
め
に
技
法
を
例
に
と
り
、
石
刃
打
器
の
記
述
に
未
製
川
Ⅱ
と
い
う
言
葉
を
兄
つ
け
出
し
が
た
い
よ
う
に
、
す
べ
て
の
石
器
が
機
能
的
に
今
日
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
使
用
を
目
的
と
し
な
い
石
器
製
作
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
も
場
面
に
よ
っ
て
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
と
予
想
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
考
古
学
の
基
本
課
題
で
あ
る
文
化
圏
の
成
立
背
景
を
追
究
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
伝
承
も
し
く
は
学
習
が
文
化
圏
成
立
要
件
の
時
間
軸
を
最
低
限
保
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
従
来
の
石
器
や
技
術
の
分
類
体
系
と
そ
の
理
解
、
先
史
時
代
人
の
集
岡
構
成
・
行
動
の
蝿
解
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
先
史
時
代
人
が
モ
ノ
や
コ
ト
を
ど
の
よ
う
に
知
覚
し
対
処
す
る
の
か
と
い
う
認
知
構
造
と
関
連
し
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
課
題
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
阿
部
朝
衛
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先史時代において、道具製作の練習あるいは伝承が行わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
技
能
差
に
注
目
す
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
道
具
製
作
に
お
い
て
の
上
手
・
下
手
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
生
得
的
に
備
わ
っ
た
能
力
を
基
盤
と
し
て
、
複
雑
な
過
程
を
踏
む
行
為
、
た
と
え
ば
石
器
製
作
や
土
器
製
作
な
ど
を
遂
行
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
学
習
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
一
般
的
に
、
基
礎
的
能
力
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
集
中
的
な
学
習
を
行
え
ば
行
う
ほ
ど
、
そ
の
知
識
は
増
大
し
、
技
量
も
向
上
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
学
習
過
程
に
応
じ
た
技能が存在し、結果として技能にはいくつかの階級が連続
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
石
器
製
作
に
注
目
し
た
の
は
、
一
日一、加工を施したら元に戻すことができないため、その結
果
が
残
り
や
す
く
、
ま
た
腐
食
に
耐
え
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
技
能
差
を
抽
出
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
技
能
を
判
断
す
る
際
に
二
つ
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
一
つ
は
計
画
・
知
識
で
あ
る
。
二
つ
め
は
具
体
的
な
活
動
・
操
作
で
あ
る
。
め
、
さ
ら
に
個
別
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
資
料
は
、
新
潟県岩船郡荒川台遺跡の細石刃石器群を対象とし、今回は
細石刃核そのものの分析を主とする。
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
技
能
差
の
認
定
基
準
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
お
か
れ
た
状
況
を
勘
案
し
、
そ
の
た
め
の
計
画
を
立
て
る
。
具
体
的
な
行
為
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
を
時
空
間
に
割
り
当
て
る
こ
と
で
あ
る
。
石
器
製
作
の
場
合
、
石
器
を
用
い
た
作
業
の
必
要
性
が
契
機
と
な
る
。
そ
し
て
原
石
・
素
材
の
入
手
、
加
工
具
の
し
つ
ら
え
、
加
工
・
使
用
・
廃
棄
、
さ
ら
に
は
再
利
用
と
い
う
工
程
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
場
の
状
況
と
将
来
の
状
況
を
も
と
に
各
工
程
・
作
業
が
有
機
的
に
時
空
間
上
に
配
置
さ
れ
る
。
こ
れ
には経験に裏打ちされた知識が基盤となっている。
ま
た
、
個
々
の
工
程
あ
る
い
は
作
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
具
体
的
知
識
も
必
要
で
あ
る
。
原
石
や
工
具
を
獲
得
す
る
場
合
、
石
器
製
作
・
使
用
に
適
し
た
材
料
の
見
分
け
方
、
そ
の
入
手
方
法
に
関
し
て
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
加
工
工
程
に
は
い
れ
ば
、
加
工
の
各
段
階
で
の
適
切
な
石
器
形
状
・
大
き
さ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
作
業
途
中
で
予
想
に
反
し
た
結
果
が
生
じ
て
も
、
そ
れ
を
知
覚
し
修
正
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
のこと自体も知識である。
こ
う
し
た
知
識
を
基
盤
と
し
た
計
画
に
従
っ
て
、
具
体
的
な
行
為
が
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
具
体
的
行
為
と
知
識
は
分
離
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
の
正
確
さ
が
結
果
に
直
接
反
映
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
度
合
い
が
技
能
差
判
断
の
次
の
基
準
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
直
接
打
撃
し
て
剥
片
を
取
ろ
う
と
す
る
時
、
石
核
打
面
の
－
－
＝
－
－
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適
切
な
点
に
ハ
ン
マ
ー
を
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
の
振
り
お
ろ
す
角
度
・
速
さ
を
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
結
果
に
差
が
で
て
く
る
。
適
切
な
打
点
、
角
度
・
早
さ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
身
体
的
能
力
、
経
験
の
差
が
直
接
的
に
影
響
す
る
。
以
上
の
二
つ
に
よ
っ
て
、
技
能
の
差
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
知
識
量
が
同
じ
で
も
、
具
体
的
作
業
の
的
確
さ
に
違
い
が
あ
る
、
作
業
の
的
確
さ
は
同
じ
だ
が
知
識
に
差
が
あ
る
、
知
識
量
・
作
業
の
的
確
さ
と
も
に
違
い
が
あ
る
、
な
ど
に
よ
っ
て
技
能
差
が
生
ま
れ
る
。
年
齢
差
に
置
き
換
え
た
場
合
、
一
般
的
に
子
供
は
大
人
に
比
べ
て
経
験
が
不
足
し
、
か
つ
体
力
的
に
弱
い
の
で
、
総
体
的
に
知
識
量
・
作
業
の
的
確
さ
は
低
く
、
大
人
よ
り
も
技
能
的
に
劣
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
同
一
個
人
で
あ
っ
て
も
、
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
見
か
け
の
技
能
差
と
し
て
現
出
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
良
好
な
石
材
が
入
手
で
き
な
い
環
境
下
で
は
、
個
人
が
有
す
る
技
能
を
十
分
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
関
東
平
野
に
あ
っ
て
は
、
石
材
が
乏
し
い
千
葉
県
域
で
の
石
器
の
不
細
工
さ
は
そ
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
北
海
道
・
東
北
地
方
と
関
東
地
方
と
の
石
刃
技
法
に
よ
る
資
料
の
違
い
も
こ
れ
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
が
見
か
け
の
違
い
と
す
れ
ば
、
両
地
域
の
集
団
間
で
技
能
差
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
荒
川
台
遺
跡
の
細
石
刃
生
産
技
術
は
東
ア
ジ
ア
で
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
細
石
刃
核
母
型
の
製
作
技
術
・
形
状
を
指
標
と
し
て
荒川台技法を設定した（阿部一九九二・九一一一）。今のとこ
ろ
類
似
し
た
資
料
が
北
海
道
帯
広
市
和
泉
町
Ａ
遺
跡
（
北
沢
一
九
九
二）、長野県信濃町仲町遺跡（中村他一九七八）にみられ、
ま
た
矢
出
川
技
法
（
安
蒜
一
九
七
九
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
細
石
刃
核
に
も
素
材
・
調
整
の
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
荒
川
台
技
法
の
時
間
軸
上
の
位
置
は
確
定
し
て
い
な
い
。
今
後
、
石
刃
石
旧
石
器
時
代
で
は
、
遊
動
生
活
を
前
提
と
す
れ
ば
、
各
作
業
の
時
空
間
上
の
配
置
が
重
視
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
遊
動
に
伴
う
物
資
の
長
距
離
運
搬
か
ら
す
れ
ば
、
良
好
な
石
材
の
選
択
、
石
器
の
規
格
化
・
軽
量
化
、
石
器
お
よ
び
材
料
の
有
効
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
高
い
技
能
を
要
求
す
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
細
石
刃
生
産
の
場
合
は
、
原
石
入
手
の
方
法
、
原
石
の
質
、
加
工
方
法
、
細
石
刃
生
産
の
仕
方
に
焦
点
を
当
て
、
各
種
調
整
、
事
故
が
起
こ
っ
た
際
の
修
正
の
仕
方
、
細
石
刃
生
産
量
、
石
核
消
費
率
な
ど
の
要
素
で
検
討
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
各
作
業
の
時
空
間
上
の
配
置
・
連
動
性
、
各
作
業
・
工
程
で
の
結
果
に
対
す
る
知
覚
と
対
処
に
注
目
す
る
。
ニ
荒
川
台
技
法
と
母
型
の
特
徴
四
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細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
五
第１図荒川台遺跡細石刃生産工程模式図
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器
群
と
の
関
係
を
含
め
て
検
討
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
（
阿
部
編
二○○二）。
石
材
は
主
に
頁
岩
で
、
原
石
の
大
き
さ
は
一
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
優
に
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
石
か
ら
剥
離
さ
れ
た
剥
片
、
あ
る
い
は
そ
の
剥
片
を
石
核
と
し
て
取
ら
れ
た
剥
片
が
細
石
刃
核
の
素
材
と
な
る
。
石
核
へ
の
打
面
調
整
や
作
業
面
稜
調
整
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
非
石
刃
技
法
に
よ
る
。
今
の
と
こ
ろ
石
刃
技
法
と
の
関
連
を
直
接
的
に
示
す
剥
片
を
素
材
と
す
る
も
の
は
見
出
し
て
い
な
い
。
石
核
の
打
面
や
作
業
面
の
設
定
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
お
そ
ら
く
原
石
の
形
・
大
き
さ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
素
材
剥
片
は
大
型
で
分
厚
く
、
最
低
で
も
七
、
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
長
さ
が
一
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
型
の
石
材
し
か
入
手
で
き
な
い
環
境
下
で
は
、
荒
川
台
技
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
と
予
想
さ
れ
る
。
東
北
地
方
太
平
洋
岸
、
関
東
地
方
南
部
な
ど
良
好
な
石
材
の
乏
し
い
地
域
で
は
、
荒
川
台
技
法
を
確
認
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
細
石
刃
核
打
面
側
に
素
材
剥
片
の
厚
い
部
分
（
多
く
は
剥
片
打
面
側
）
を
配
置
し
て
、
主
に
剥
片
背
面
側
に
加
工
を
加
え
、
平
面
形
が
Ｕ
字
な
い
し
Ｖ
字
形
、
横
断
面
形
が
三
角
形
・
台
形
・
半
円
形
、
側
面
形
が
三
角
形
・
鑿
状
の
母
型
を
作
り
出
す
。
素
材
腹
面
と
加
工
面
と
が
鋭
角
に
交
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
素
材
腹
面
の
平
坦
さ
を
法
政
史
学
第
六
十
一
号
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
こ
の
点
で
は
、
峠
下
技
法
（
鶴
九
一
九
七
九
）
と
共
通
す
る
。
細
石
刃
剥
離
作
業
面
は
正
面
図
の
側
縁
で
あ
る
。
剥
離
作
業
面
は
平
面
形
で
は
「
し
」
字
状
、
側
面
か
ら
見
る
と
縦
方
向
に
稜
線
が
一
本
と
お
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
形
状
は
石
刃
石
核
の
稜
調
整
作
業
面
形
状
、
削
片
系
細
石
刃
核
の
作
業
面
形
状
と
類
似
す
る
。
明
ら
か
に
、
細
長
く
薄
い
細
石
刃
の
連
続
剥
離
に
適
し
た
形
状
に
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
打
面
は
横
な
い
し
表
裏
面
か
ら
の
大
き
な
剥
離
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
横
か
ら
の
打
撃
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
細
石
刃
剥
離
の
直
前
で
細
か
な
打
面
調
整
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
母
型
の
製
作
技
術
・
形
状
の
特
徴
を
荒
川
台
技
法
設
定
の
指
標
と
し
た
。
第
１
図
の
第
２
工
程
の
母
型
Ｉ
類
、
第
２
図
が
そ
れ
に
あ
た
る
、
母
型
の
高
さ
は
四
～
一
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
五
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
多
い
。
幅
は
五
～
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
囚
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
多
く
、
厚
さ
は
一
・
五
～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
お
さ
ま
る
。
二
側
縁
の
う
ち
、
打
面
と
よ
り
鋭
角
に
交
わ
る
方
が
細
石
刃
剥
離
作
業
面
と
し
て
選
択
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
剥
離
と
い
う
物
理
現
象
上
、
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
初
は
ま
さ
に
作
業
面
稜
線
を
取
り
込
み
な
が
ら
細
石
刃
剥
離
が
進
行
す
る
。
し
か
し
、
剥
離
作
業
面
は
、
素
材
腹
面
側
あ
る
い
は
背
面
側
に
偏
っ
て
展
開
し
て
ゅ
一一一一ハ
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く場合が多い。
そ
し
て
打
面
調
整
・
再
生
な
ど
の
調
整
が
行
わ
れ
て
、
さ
ら
に
細
石
刃
生
産
が
進
行
す
る
。
作
業
面
頭
部
調
整
も
行
な
わ
れ
る
。
最
小
の
細
石
刃
核
の
高
さ
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
か
ら
、
打
面
再
生
・
調
整
剥
片
の
打
面
の
厚
さ
が
二
～
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
母
型
の
高
さ
の
平
均
を
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
、
同
じ
部
分
で
七
回
以
上
の
打
面
再
生
・
調
整
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
１
図
に
示
し
て
い
な
い
が
、
剥
離
作
業
面
に
ス
テ
ッ
プ
な
い
し
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
生
じ
た
り
、
打
面
と
剥
離
作
業
面
と
の
角
度
が
九
○
度
近
く
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
打
面
の
奥
に
打
撃
を
加
え
て
作
業
面
そ
の
も
の
の
再
生
を
行
な
う
場
合
が
あ
る
（
第
３
図３．４）。
最
初
の
剥
離
作
業
面
上
で
の
細
石
刃
剥
離
の
続
行
が
不
可
能
と
な
る
と
、
そ
の
部
分
で
の
調
整
を
し
な
い
で
反
対
側
の
縁
辺
に
作
業
面
を
移
す
場
合
が
あ
る
。
最
初
の
作
業
面
と
同
じ
形
状
を
し
て
い
る
の
で
、
打
面
を
調
整
す
る
だ
け
で
よ
い
。
Ｕ
字
形
な
い
し
Ｖ
字
形
の
母
型
を
作
る
こ
と
は
、
反
対
側
の
作
業
面
に
転
移
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
合
理
的
な
形
状
と
い
え
よ
う
。
細
石
刃
剥
離
が
か
な
り
進
行
す
る
と
、
円
錐
形
に
近
く
な
る
。
最
初
は
一
側
縁
か
ら
始
ま
っ
た
剥
離
作
業
が
石
核
正
面
や
裏
面
へ
展
開
し
た
り
、
あ
る
い
は
も
う
一
方
の
縁
辺
に
移
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
法
政
史
学
第
六
十
一
号
る
。
こ
れ
は
第
１
図
の
細
石
刃
核
Ｉ
Ｃ
類
の
一
部
、
第
３
図
１
．
２
に
あ
た
り
、
高
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
切
る
ほ
ど
の
小
型
の
も
の
と
な
る
。
第
３
図
１
．
２
の
よ
う
に
素
材
剥
片
の
腹
面
と
剥
片
へ
の
加
工
面
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
、
荒
川
台
技
法
に
よ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
剥
離
が
進
行
す
る
と
、
矢
出
川
技
法
（
安
蒜
一
九
七
九
）
に
よ
る
も
の
、
あ
る
い
は
野
岳
・
休
場
型
（
鈴
木
一
九
七
二
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
。
こ
れ
も
荒
川
台
技
法
の
地
理
的
分
布
を
追
求
す
る
上
で
負
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
荒
川
台
遺
跡
で
は
荒
川
台
技
法
に
よ
る
細
石
刃
核
の
他
に
、
あ
ま
り
調
整
を
行
わ
な
い
で
細
石
刃
を
剥
離
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
少
数
で
あ
る
。
荒
川
台
遺
跡
資
料
を
引
用
す
る
研
究
者
に
は
、
荒
川
台
遺
跡
細
石
刃
石
器
群
の
全
体
像
を
理
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
非
荒
川
台
技
法
に
よ
る
細
石
刃
核
に
注
目
す
る
も
の
が
い
る
。
研究姿勢・方法に疑問がもたれる。
以
降
の
検
討
は
、
荒
川
台
技
法
に
よ
る
細
石
刃
核
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
た
可
能
性
の
高
い
も
の
の
石
材
、
形
状
・
剥
離
痕
を
中
心
として行なう。紙数の都合で九点にとどめた。
一
細
石
刃
核
１
第
３
図
１
は
表
面
採
集
資
料
で
あ
る
が
、
石
材
は
光
沢
を
放
つ
ほ
三
細
石
刃
核
の
検
討
八
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ど
細
粒
の
良
好
な
頁
岩
で
あ
る
（
阿
部
一
九
九
二
。
発
掘
資
料
と
（１）
と
も
に
母
岩
別
分
類
、
接
〈
口
作
業
を
徹
底
的
に
行
な
っ
た
が
、
母
岩
を
同
一
に
す
る
も
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
遺
跡
に
は
石
核
の
状
態
で持ち込まれていたと判断される。
素
材
剥
片
の
腹
面
は
石
核
裏
面
図
左
端
の
剥
離
面
に
あ
た
り
、
素
材
剥
片
の
打
面
側
を
石
核
下
端
に
配
置
し
て
い
る
。
そ
の
剥
片
背
面
に
腹
面
か
ら
調
整
を
施
し
、
そ
れ
が
側
面
図
に
見
ら
れ
る
剥
離
痕
で
あ
る
。
最
初
に
比
較
的
大
き
な
剥
離
を
施
し
て
、
最
後
に
縁
辺
を
中
心
に
細
か
な
剥
離
を
行
な
っ
て
調
整
し
て
い
る
。
荒
川
台
技
法
に
よ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
最
初
の
剥
離
作
業
面
は
左
側
縁
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
打
面
調
整
が
細
か
く
行
な
わ
れ
て
細
石
刃
の
剥
離
が
行
な
わ
れ
る
。
最
初
は
一
裏
面
図
側
で
剥
離
作
業
が
行
な
わ
れ
、
次
い
で
打
面
調
整
が
な
さ
れ
て
正
面
図
側
で
作
業
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
細
石
刃
剥
離
が
及
び
、
円
錐
形
に
近
い
形
状
と
な
る
。
表
裏
面
の
細
石
刃
剥
離
に
際
し
、
押
圧
点
は
左
か
ら
右
へ
と
規
則
的
か
つ
等
間
隔
に
移
動
し
て
お
り
、
直
前
の
細
石
刃
剥
離
痕
の
稜
線
を
確
実
に
取
り
込
み
な
が
ら
剥
離
を
進
め
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
一
○
面
以
上
の
細
石
刃
剥
離
痕
の
う
ち
、
末
端
が
ヒ
ン
ジ
な
い
し
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
最
後
の
三
面
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
長
さ
一
一
・
五
セ
ン
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
チ
メ
ー
ト
ル
の
細
石
刃
が
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
剥
離
で
作
業
が
停
止
す
る
。
高
さ
一
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
一
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
打
面
調
整
な
ど
を
行
な
え
ば
、
数
点
の
細
石
刃
生
産
が
可
能
と
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
細
石
刃
核
の
大
き
さ
の
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。
重
さ
は
一
三
・
一グラムである。
二
細
石
刃
核
２
第
３
図
２
も
表
面
採
集
資
料
で
、
光
沢
を
放
つ
良
好
な
頁
岩
を
石
材
と
す
る
（
阿
部
一
九
九
二
。
こ
れ
も
母
岩
を
同
一
と
す
る
も
の
は
他
に
見
出
せ
ず
、
石
核
の
状
態
で
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
理
解
される。
第
３
図
１
の
よ
う
な
石
核
の
剥
離
が
さ
ら
に
進
行
し
た
状
態
と
理
解
し
た
。
裏
面
図
中
央
下
端
の
剥
離
痕
が
石
核
素
材
剥
片
腹
面
で
あ
る
。
素
材
剥
片
の
打
面
側
を
細
石
刃
核
の
打
面
側
に
配
置
し
て
い
る
。
正
面
図
左
下
が
石
核
側
縁
・
下
縁
の
調
整
痕
で
、
そ
の
右
隣
の
剥
離
痕
は
素
材
剥
片
の
背
面
に
あ
た
る
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
細
石
刃
剥
離
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
表
面
に
見
ら
れ
る
初
期
の
細
石
刃
剥
離
は
裏
面
図
の
四
面
の
剥
離
痕
で
、
そ
の
後
、
打
面
再
生
・
調
整
が
行
な
わ
れ
、
現
状
の
打
面
と
な
る
。
旧
剥
離
作
業
面
と
新
打
面
と
が
一
二
五
度
と
鈍
角
に
交
わ
っ
て
い
る
の
で
、
末
端
の
分
厚
い
再
生
剥
片
が
と
ら
れ
た
と
理
解
さ
れ
九
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。
そ
れ
に
よ
っ
て
正
面
側
の
作
業
面
と
新
打
面
が
鋭
角
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
五
回
以
上
の
押
圧
が
行
な
わ
れ
て
細
石
刃
が
剥
離
さ
れる。第３
図
１
と
同
様
、
裏
面
・
正
面
と
も
に
押
圧
点
は
左
か
ら
右
へ
と
規
則
的
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
面
の
作
業
面
か
ら
は
三
点
以
上
、
正
面
の
作
業
面
か
ら
二
点
以
上
の
細
石
刃
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
表
裏
面
と
も
に
九
回
以
上
の
押
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
末
端
が
ヒ
ン
ジ
な
い
し
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
ま
だ
「
二
点
の
細
石
刃
の
剥
離
は
可
能
と
み
ら
れ
る
が
、
限
界
に
近
い
大
き
さ
と
な
っ
て
い
る
□
側
面
図
中
央
の
剥
離
で
作
業
が
停
止
し
、
高
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
重
さ
は
八
・
○
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
三
細
石
刃
核
３
第
３
図
３
も
表
面
採
集
資
料
で
、
や
や
粗
い
粒
子
の
頁
岩
を
石
材
と
す
る
（
阿
部
一
九
九
二
。
他
に
母
岩
別
資
料
は
見
出
せ
な
い
。
背
面
に
自
然
面
を
残
す
分
厚
い
剥
片
を
素
材
と
し
、
背
面
に
調
整
を
施
し
て
い
る
。
素
材
腹
面
は
裏
面
図
右
下
の
剥
離
痕
で
、
素
材
打
面
は
石
核
打
面
側
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
石
核
側
縁
・
下
縁
の
調
整
は
正
面
図
周
辺
の
剥
離
痕
で
あ
る
。
母
型
は
Ｕ
字
形
の
平
面
形
を
な
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
正
面
図
右
側
縁
で
剥
離
作
業
が
始
ま
り
、
す
ぐ
に
作
業
面
再
生
が
行
な
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
剥
離
が
裏
面
図
左
端
の
剥
離
痕
に
あ
た
る
。
そ
し
て
細
石
刃
の
剥
離
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
痕
跡
が
作
業
面
再
生
痕
右
側
の
剥
離
痕
一
面
で
あ
る
。
そ
し
て
打
面
調
整
が
行
な
わ
れ
て
（
同
時
に
左
側
に
作
業
面
が
転
移
し
？
）
細
石
刃
生
産
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
裏
面
図
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
の
五
面
の
剥
離
痕
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
最
後
の
二
面
は
末
端
が
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
り
、
短
い
も
の
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
打
面
調
整
が
行
な
わ
れ
て
正
面
図
左
側
縁
の
作
業
面
の
再
生
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
旧
剥
離
作
業
面
と
の
境
の
稜
線
を
使
っ
て
押
圧
が
一
度
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
末
端
が
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
短
い
剥
片
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
段
階
で
打
面
と
作
業
面
は
鈍
角
と
な
り
、
作
業
が
停
止
す
る
。
作
業
面
再
生
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
打
面
再
生
を
行
な
っ
た
と
し
て
も
、
石
核
上
部
を
一
セ
ン
チメートルほど切り取らなければならなくなる。
八
回
以
上
の
押
圧
に
よ
っ
て
、
ま
と
も
な
形
・
大
き
さ
の
細
石
刃
は
四
点
生
産
さ
れ
て
い
る
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
細
石
刃
剥
離
作
業
面
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
作
業
面
再
生
面
を
除
く
と
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
あ
る
。
高
さ
四
・
八センチメートル、幅一一一・○センチメートル、厚さ二・八
センチメートル、重さ一一一八・七グラムとなる。|Ⅲ￣
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四
細
石
刃
核
４
第
３
図
４
は
比
較
的
良
質
の
頁
岩
を
石
材
と
す
る
。
母
岩
別
資
料
６
に
所
属
す
る
も
の
で
、
母
岩
資
料
の
構
成
を
見
る
と
、
遺
跡
に
原
石
で
持
ち
込
ま
れ
て
加
工
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
阿
部
一
九
九
二
）
。
図
示
し
た
も
の
は
表
面
採
集
資
料
の
細
石
刃
核
に
剥
片
が
二
点
接
合したものである。
背
面
に
自
然
面
を
広
く
残
す
分
厚
い
剥
片
の
打
面
を
石
核
の
打
面
側
に
配
置
し
て
い
る
。
剥
片
末
端
に
加
工
を
施
し
て
、
Ｕ
字
形
の
母
型
と
し
て
い
る
。
両
側
縁
の
自
然
面
を
除
去
す
る
加
工
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
右
側
縁
で
細
石
刃
生
産
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
が
、
ａ
背
面
の
剥
離
痕
に
あ
た
る
。
し
か
し
こ
の
細
石
刃
は
厚
み
が
あ
り
、
ま
た
背
面
に
自
然
面
を
残
し
て
い
る
の
で
、
刃
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。
つ
い
で
ａ
の
剥
片
が
取
ら
れ
る
。
幅
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
厚
手
の
も
の
で
、
剥
離
作
業
面
再
生
剥
片
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
打
面
再
生
・
調
整
を
行
な
っ
て
、
四
回
の
押
圧
が
加
え
ら
れ
て
二
点
の
細
石
刃
が
剥
離
さ
れ
る
。
と
も
に
末
端
が
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
り
、
ま
た
剥
離
作
業
面
が
内
反
り
し
た
た
め
、
石
核
下
端
を
大
幅
に
調
整
し
な
い
と
細
石
刃
剥
離
の
続
行
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
二
Ｎ
の
押
圧
は
、
長
さ
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
チ
ッ
プ
を
剥
離
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
左
側
に
作
業
面
を
移
し
、
四
回
以
上
の
押
圧
が
な
さ
れ
る
法
政
史
学
第
六
十
一
号
が
、
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
ｂ
の
背
面
に
観
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
打
面
と
作
業
面
と
の
角
度
が
鈍
角
と
な
る
。
そ
し
て
ｂ
を
剥
離
す
る
。
こ
れ
も
作
業
面
再
生
と
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
業
面
は
内
側
に
湾
曲
し
て
し
ま
い
、
細
石
刃
の
剥
離
は
不
可
能
と
な
る
。
そ
の
後
、
下
端
か
ら
若
干
の
剥
離
が
行
な
わ
れ
る
が
、
作
業
面
の
十
分
な
修
正
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
作
業
が
停
止
す
る
。
石
核
下
部
を
細
く
し
な
い
と
細
石
刃
剥
離
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
調
整
す
る
に
し
て
も
、
素
材
腹
面
と
作
業
面
と
が
鈍
角
に
交
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
修
正
に
は
か
な
り
困
難
を
伴
う
と
予
想
さ
れ
る
。
押
圧
は
九
回
以
上
行
わ
れ
た
が
、
細
石
刃
は
二
点
の
み
生
産
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
が
細
石
刃
生
産
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
作
業
面
再
生
面
も
除
く
と
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
る
。
接
合
時
の
大
き
さ
は
、
高
さ
四
・
八センチメートル、幅一一一・六センチメートル、厚さ一一・三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
三
十
九
・
五
グ
ラ
ム
、
最
終
時
は
、
高
さ
四
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二・一一一センチメートル、重さ一一三・八グラムである。
五
細
石
刃
核
５
第
３
図
５
は
、
Ｋ
ｌ
皿
グ
リ
ッ
ド
ー
層
出
土
資
料
で
、
や
や
粗
い
粒
子
の
頁
岩
を
石
材
と
す
る
（
阿
部
一
九
九
三
。
母
岩
を
同
一
に
四
二
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す
る
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
背
面
に
自
然
面
を
も
つ
極
め
て
大
型
の
剥
片
を
素
材
と
し
、
素
材
背
面
を
細
石
刃
核
の
右
側
に
配
置
し
て
い
る
。
素
材
背
面
側
に
加
工
を
施
し
て
Ｕ
字
形
の
母
型
に
仕
上
げ
て
い
る
。
最
初
に
比
較
的
大
き
な
加
工
を
施
し
、
最
後
に
縁
辺
部
に
細
か
な
調
整
を
行
な
い
、
稜
線
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
素
材
剥
片
背
面
か
ら
の
剥
離
に
よ
っ
て
打
面
が
作
り
出
さ
れ
る
。
打
面
と
側
縁
が
鋭
角
に
交
わ
る
右
側
縁
が
剥
離
作
業
面
と
し
て
選
択
さ
れ
る
。
細
か
な
打
伽
調
整
を
行
な
わ
ず
に
一
○
Ｍ
以
上
の
抑
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
も
な
細
石
刃
は
四
点
し
か
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
六
点
は
末
端
が
ス
テ
ッ
プ
な
い
し
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
剥
離
痕
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
作
業
面
上
に
著
し
い
高
ま
り
が
生
じ
る
。
残
り
六
回
の
剥
離
の
一
部
は
作
業
血
再
生
剥
離
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
失
敗
と
い
え
よ
う
。
最
初
の
四
回
の
押
圧
点
は
左
か
ら
右
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
反対側の側縁打面部に腹面から調整が施されているが、
お
そ
ら
く
最
初
の
剥
離
作
業
の
後
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
打
面
と
作
業
面
と
は
鋭
角
と
は
な
ら
ず
、
よ
り
鈍
角
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
石
核
の
上
部
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
化
を
切
り
取
ら
な
い
と
細
石
刃
剥
離
続
行
は
不
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
切
り
取
っ
た
と
し
て
も
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
細
石
刃
を
剥
離
す
る
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
作
業
を
停
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
剥
離
作
業
は
、
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
し
か
及
ん
で
い
な
い
。
高
さ
四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅一一一・三センチメートル、厚さ一一・一一一センチメートルと
な
っ
て
い
る
。
重
さ
は
三
五
・
五
グ
ラ
ム
と
な
る
。
六
細
石
刃
核
６
第
４
図
６
は
表
面
採
集
資
料
で
あ
る
（
阿
部
一
九
九
二
。
や
や
粗
い
粒
子
の
頁
岩
を
石
材
と
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
他
に
母
岩
別
資
料
は
見
出
せ
な
い
。
打
面
の
設
置
場
所
が
他
の
荒
川
台
技
法
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
が
、
母
型
そ
の
も
の
が
荒
川
台
技
法
に
よ
る
の
で
、
こ
こ
に
含
め
た
。
背
面
に
自
然
面
を
も
つ
分
厚
い
剥
片
を
石
材
と
し
、
素
材
打
面
を
Ｕ
字
形
母
型
の
上
部
に
配
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
素
材
腹
面
の
波
打
が
著
し
く
、
母
型
側
縁
・
下
縁
の
調
整
に
よ
っ
て
も
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。
素
材
腹
面
側
へ
調
整
を
加
え
れ
ば
、
修
正
可
能
の
は
ず
で
あ
る
。
母
型
上
部
に
調
整
を
施
し
て
細
石
刃
核
打
面
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
（
裏
面
図
上
端
右
側
）
が
、
そ
の
剥
離
痕
と
側
縁
と
が
鈍
角
に
交
わ
り
、
側
縁
稜
線
を
剥
離
作
業
面
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
調
整
面
を
打
面
と
し
て
、
正
面
図
上
部
の
剥
離
が
行
な
わ
れ
、
縁
辺
が
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
剥
離
を
加
え
て
い
る
。
左
端
の
剥
離
痕
は
細
石
刃
剥
離
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
全
体
的
四
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に
見
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
剥
離
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
下
端
を
打
面
と
し
て
六
回
以
上
の
押
圧
を
行
な
っ
て
い
る
。
初
期
の
打
面
を
石
核
下
端
に
設
け
る
こ
と
は
、
荒
川
台
技
法
で
は
あ
り
え
な
い
。
若
干
の
打
面
調
整
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
最
初
の
二
回
は
細
石
刃
の
剥
離
に
成
功
し
て
い
る
が
、
後
の
四
阿
で
は
、
末
端
が
ス
テ
ッ
プ
な
い
し
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
り
、
寸
詰
ま
り
の
剥
片
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
結
果
、
剥
離
作
業
面
に
段
が
で
き
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
作
業
が
停
止
す
る
。
大
幅
な
打
面
再
生
や
作
業
面
再
生
を
し
な
い
と
、
細
石
刃
剥
離
の
続
行
が
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
下
端
の
修
正
を
行
な
え
ば
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
上
部
の
打
面
再
生
作
業
を
行
な
っ
た
場
合
、
石
核
は
か
な
り
小
型
と
な
り
、
細
石
刃
の
長
さ
を
保
証
で
き
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
し
か
剥
離
作
業
面
と
し
て
利
用
し
て
い
な
い
。
高
さ
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
一
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
五
一
・
五
グ
ラ
ム
と
な
る
。
明
ら
か
に
石
核
消
費
率
、
細
石
刃
生
産
率は低い。七
細
石
刃
核
７
第
４
図
７
も
表
面
採
集
資
料
で
あ
る
（
阿
部
一
九
九
二
。
良
質
の
頁
岩
を
石
材
と
す
る
。
こ
れ
も
母
岩
を
同
一
に
す
る
も
の
は
他
に
法
政
史
学
第
六
十
一
号
見出せない。
石
核
素
材
剥
片
の
腹
面
は
裏
面
図
の
大
き
な
剥
離
面
で
、
素
材
剥
片
の
打
面
を
石
核
下
縁
に
配
置
し
て
い
る
。
下
端
は
、
腹
面
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー
の
刃
部
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
右
側
縁
は
素
材
腹
面
側
へ
の
調
整
に
よ
っ
て
作
り
出
し
、
左
側
縁
は
素
材
剥
片
背
面
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
Ｕ
字
形
の
母
型
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
腹
面
へ
の
調
整
を
行
な
っ
て
い
る
点
、
左
側
縁
で
素
材
腹
面
・
背
面
が
鈍
角
に
交
わ
っ
て
い
る
点
で
、
典
型
的
な
母
型
と
は
異
な
る
。
素
材
腹
面
は
平
坦
で
あ
る
の
で
、
腹
面
へ
の
調
整
は
不
必
要
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
初
期
の
細
石
刃
剥
離
作
業
面
は
右
側
縁
で
、
一
面
の
剥
離
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
二
回
の
剥
離
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
打
面
再
生
・
調
整
を
施
し
て
、
現
状
の
打
面
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
打
面
調
整
は
粗
い
。
一
番
大
き
な
剥
離
痕
は
再
生
剥
離
と
も
見
ら
れ
る
が
、
石
核
の
高
さ
を
勘
案
し
た
場
合
、
無
駄
な
剥
離
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
打
面
か
ら
一
三
回
以
上
の
押
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
も
な
大
き
さ
・
形
の
細
石
刃
は
剥
離
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
九
面
の
剥
離
痕
の
末
端
が
ス
テ
ッ
プ
な
い
し
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
り
、
作
業
面
上
に
高
い
段
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
剥
離
作
業
は
停
止
す
る
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
し
か
剥
離
作
業
面
と
し
て
利
用
四
四
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露動細石刃生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
６
□之
縄薦四五
△ａ ０ ５ｃｍ
￣一一
第４図荒)Ⅱ台遺跡の細石刃核(2)
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さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
打
面
中
央
の
大
き
な
剥
離
痕
は
細
石
刃
剥
離
作
業
後
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
意
図
は
ま
っ
た
く
理
解
不
能
で
あ
る
。
石
核
の
大
き
さ
は
、
高
さ
一
一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
重
さ
は
一
九
・
○
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
高
さ
は
石
核
の
限
界
に
き
て
い
る
の
で
、
打
面
再
生
や
作
業
面
再
生
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
細
石
刃
の
剥
離
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
八
細
石
刃
核
８
第
４
図
８
は
母
岩
別
資
料
１
２
５
に
含
ま
れ
る
発
掘
資
料
で
あ
る
（
阿
部
編
二
○
○
二
）
。
粒
子
の
粗
い
頁
岩
を
石
材
と
す
る
。
黄
色
に
風
化
し
て
お
り
、
安
山
岩
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
の
調
査
資
料
を
あ
わ
せ
る
と
ほ
ぼ
原
石
に
近
い
状
態
ま
で
接
合
す
る
。
接
合
資
料
に
は
三
点
の
細
石
刃
核
と
一
点
の
同
母
型
が
含
ま
れ
、
細
石
刃
核
三
点
と
も
に
一
、
一
一
点
の
細
石
刃
し
か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
一
点
の
母
型
は
荒
川
台
技
法
に
よ
る
が
、
形
状
は
あ
ま
り
整
っ
て
い
な
い。詳細は後の報告書に譲るとして、一点の細石刃核を示
した。背面
に
広
く
自
然
面
を
残
す
分
厚
い
剥
片
を
素
材
と
し
、
そ
の
打
面
を
石
核
打
面
側
に
配
置
し
て
い
る
。
下
縁
の
み
に
粗
い
調
整
を
施
法
政
史
学
第
六
十
一
号
し
、
背
面
か
ら
の
打
撃
に
よ
っ
て
石
核
打
面
を
作
り
出
し
て
い
る
。
結
果
、
Ｕ
字
形
の
平
面
形
と
な
る
。
右
側
縁
全
体
に
自
然
面
が
残
さ
れ
、
細
石
刃
剥
離
上
、
不
利
の
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
取
り
除
く
た
め
の
調
整
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
打
面
と
作
業
面
と
が
鋭
角
に
交
わ
る
右
側
縁
が
剥
離
作
業
部
と
し
て
選
択
さ
れ
る
。
合
理
的
な
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
、
打
面
調
整
は
行
な
わ
れ
ず
、
細
石
刃
が
剥
離
さ
れ
る
。
六
回
以
上
の
押
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
押
圧
に
よ
っ
て
の
み
細
石
刃
が
剥
離
さ
れ
る
。
背
面
に
自
然
面
を
も
ち
、
ね
じ
れ
た
形
で
あ
る
の
で
、
刃
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。
そ
の
他
も
寸
詰
ま
り
の
も
の
し
か
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
三
点
の
末
端
は
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
る
”
側
縁
や
打
面
の
調
整
に
よ
っ
て
作
業
面
形
状
の
修
正
は
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
作
業
が
停
止
す
る
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
に
占
め
る
剥
離
作
業
面
の
割
合
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
。
高
さ
五
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
三
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
五
八
・
七
グ
ラ
ム
と
な
る
。
九
細
石
刃
核
９
第
４
図
９
は
比
較
的
細
粒
の
頁
岩
を
石
材
と
す
る
発
掘
資
料
で
あ
る
。
母
岩
別
資
料
組
の
接
合
資
料
で
、
原
石
で
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
、
加
工
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
四
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母
型
整
形
時
の
剥
片
が
二
点
、
打
面
か
ら
の
調
整
剥
片
が
一
点
接
合している。背面に自然面をもつ分厚い剥片を素材とし、
そ
の
打
面
を
石
核
打
面
側
に
配
置
し
て
い
る
。
母
型
は
下
端
の
尖
っ
た
Ｖ
字
形
に
近
い
形
状
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
周
辺
は
ギ
ザ
ギ
ザ
と
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
最
初
に
左
側
縁
に
剥
離
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
ａ
剥
片
背
面
上
部
の
剥
離
痕
で
あ
る
。
右
側
の
大
き
な
剥
離
痕
は
打
面
側
か
ら
の
石
核
調
整
と
み
ら
れ
、
そ
の
後
の
左
へ
の
二
回
の
剥
離
は
細
石
刃
を
求
め
て
の
剥
離
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
回
と
も
寸
詰
ま
り
の
チ
ッ
プ
し
か
取
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
ａ
の
剥
片
が
取
ら
れ
る
。
こ
れ
は
剥
離
作
業
面
再
生
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
同
じ
打
面
か
ら
細
石
刃
を
剥
離
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
判
断
不
能
で
あ
る
。
そ
し
て
打
面
再
生
が
行
な
わ
れ
て
、
現
状
の
打
面
と
な
る
が
、
細
か
な
調
整
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
再
生
面
を
打
面
と
し
て
、
左
右
の
剥
離
作
業
面
か
ら
剥
離
が
行
な
わ
れ
る
。
左
側
縁
で
は
四
回
以
上
の
剥
離
が
行
な
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
寸
詰
ま
り
の
剥
片
の
み
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
二
面
の
剥
離
痕
の
末
端
が
ヒ
ン
ジ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
な
り
、
ま
た
同
時
に
剥
離
作
業
面
上
に
稜
線
が
失
わ
れ
た
の
で
、
細
石
刃
剥
離
は
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
。
右
側
縁
で
は
細
石
刃
剥
離
が
行
な
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
作
業
面
再
生
の
剥
離
が
行
な
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
以
上
、
九
点
の
細
石
刃
核
を
記
述
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
た
。
表
を
参
照
し
な
が
ら
技
能
差
を
抽
出
し
、
そ
の
意
味
を
検
討
し
て
み
る
。
一
石
材
選
択
と
遺
跡
間
の
関
係
最
初
に
工
程
と
作
業
場
所
と
の
関
係
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
石
材
の
選
択
、
母
型
加
工
、
細
石
刃
剥
離
の
場
所
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
な
稜
線
が
失
わ
れ
、
左
側
縁
と
同
様
に
、
整
っ
た
形
の
細
石
刃
剥
離
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
石
核
上
部
を
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
切
り
取
れ
ば
、
右
側
縁
で
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
作
業
面
を
確
保
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
行
な
わ
な
い
で
、
作
業
は
停
止
す
る
。
六
回
以
上
の
押
圧
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
一
点
も
細
石
刃
は
確
認
で
き
な
い
。
打
面
を
除
く
石
核
表
面
に
占
め
る
作
業
面
の
面
積
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
。
母
型
調
整
剥
片
二
点
を
除
い
た
段
階
で
の
大
き
さ
は
、
高
さ
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
重
さ
は
四
八
・
八
グ
ラ
ム
。
残
核
は
、
高
さ
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一一一・四センチメートル、厚さ一一・二センチメートル、重さ
四
五
・
二
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
四
技
能
差
と
学
習
過
程
四
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なう。石材
は
、
１
．
２
．
７
は
良
質
、
４
．
９
は
比
較
的
良
質
、
３
．
５
．
６
は
や
や
粗
い
頁
岩
、
８
は
粗
い
頁
岩
で
あ
っ
た
。
良
質
な
頁
岩
は
、
遺
跡
周
辺
で
は
ほ
と
ん
ど
採
集
で
き
ず
、
特
に
光
沢
を
も
つ
ほ
ど
の
１
．
２
は
ま
っ
た
く
採
集
で
き
な
い
。
良
質
頁
岩
は
遺
跡
直
下
を
流
れ
る
荒
川
の
上
流
約
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
形
県
小
国
盆
地
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
遠
方
の
山
形
県
最
上
川
流
域
で
採
集
さ
れ
る
（
阿
部
一
九
九
五
・
九
六
・
九
七
）
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
頁
岩
の
他
、
流
紋
岩
、
鉄
石
英
、
凝
灰
岩
、
安
山
岩
な
ど
が
採
集
で
き
る
が
、
粒
子
の
細
か
さ
、
均
質
さ
、
大
き
さ
、
採
集
量
と
い
う
点
で
、
頁
岩
が
も
っ
と
も
優
れ
て
い
る
。
粗
い
頁
岩
は
山
形
県
で
大
量
に
採
集
さ
れ
、
ま
た
荒
川
台
遺
跡
周
辺
で
も
採
集
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
潟
県
側
で
は
や
や
粗
い
頁
岩
で
も
採
集
頻
度
は
極
め
て
低
い
。
比
較
的
良
質
な
頁
岩
は
さ
ら
に
頻
度
が
下
が
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
頁
岩
で
さ
え
こ
の
地
域
で
採
集
さ
れ
る
流
紋
岩
、
鉄
石
英
、
凝
灰
岩
、
安
山
岩
な
ど
よ
り
良
質
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
頁
岩
は
よ
り
よ
い
石
材
と
し
て
認
識
さ
れ
、
選
択
さ
れ
て
い
た
。
母
岩
別
資
料
に
も
ま
と
ま
ら
な
い
良
質
の
細
石
刃
核
１
．
２
．
７
は
、
お
そ
ら
く
山
形
県
で
そ
の
原
石
が
採
集
さ
れ
、
そ
の
付
近
で
母
型
な
い
し
石
核
に
加
工
さ
れ
、
荒
川
台
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
若
干
粗
い
頁
岩
を
石
材
と
し
、
母
岩
に
ま
法
政
史
学
第
六
十
一
号
と
ま
ら
な
い
石
核
も
こ
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
遊
動
生
活
を
前
提
と
す
れ
ば
、
将
来
の
移
動
地
点
を
意
識
し
て
、
軽
量
化
し
て
運
搬
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
二
地
点
を
時
空
間
上
に
合
理
的
に
配
置
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
５
．
６
．
７
の
細
石
刃
生
産率は低い。
母
岩
に
ま
と
ま
る
４
．
９
は
遺
跡
南
下
の
荒
川
の
河
原
で
原
石
が
採
集
さ
れ
、
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
て
加
工
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
母
岩
別
資
料
全
体
で
み
る
と
、
こ
れ
は
ど
こ
か
他
の
遺
跡
へ
の
持
ち
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
良
質
頁
岩
の
単
独
資
料
と
同
様
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
４
．
９
の
細
石
刃
生
産
率
は
低
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
８
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
直
下
の
荒
川
流
域
か
ら
原
石
が
採
集
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
原
石
の
状
態
ま
で
接
合
し
て
い
る
の
で
、
遺
跡
外
に
母
型
や
石
核
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
遺
跡
内
で
完
結
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
母
岩
別
資
料
内
の
他
の
細
石
刃
核
も
今
回
紹
介
し
た
細
石
刃
核
と
同
様
、
細
石
刃
の
生
産
性
は
低
く
、
ま
た
母
型
も
整
っ
た
形
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
遺
跡
の
み
で
消
費
し
尽
く
す
と
い
う
意
識
も
ま
っ
た
く
う
か
が
え
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
石
材
の
粒
子
は
他
に
比
べ
て
も
っ
と
も
粗
く
、
石
材
選
択
と
い
う
点
で
も
異
質
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
１
～
７
．
９
は
８
に
比
べ
て
、
石
材
選
択
と
い
四
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う
点
で
は
優
れ
、
作
業
場
の
時
空
間
配
置
は
合
理
性
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
１
．
２
は
際
立
っ
て
い
る
。
二
母
型
作
出
・
細
石
刃
生
産
工
程
次
に
、
母
型
作
出
・
細
石
刃
生
産
と
い
う
大
枠
の
工
程
で
検
討
し
てみよう。
母
型
作
出
上
で
は
、
い
く
つ
か
の
石
核
で
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
４
．
６
．
７
．
８
．
９
で
、
い
ず
れ
も
Ｕ
字
形
．
Ｖ
字
形
の
平
面
形
を
意
識
し
て
い
る
が
、
作
業
面
・
打
面
に
問
題
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
立
体
と
し
て
の
細
石
刃
核
の
意
識
が
乏
し
い
か
、
生
産
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
細
石
刃
の
形
に
対
す
る
予
想
が
暖
昧
で
あ
る
ことが指摘できる。
４
で
は
両
側
縁
、
８
で
は
片
側
縁
に
自
然
面
が
残
さ
れ
、
初
期
の
細
石
刃
背
面
に
自
然
面
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
刃
物
を
供
給
す
る
と
い
う
点
で
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
原
石
表
皮
は
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
剥
離
す
る
上
で
も
支
障
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
４
で
は
作
業
面
の
下
部
が
内
側
に
若
干
湾
曲
し
て
い
る
の
で
、
細
石
刃
の
剥
離
は
も
と
も
と
困
難
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
の
作
業
面
形
状
に
対
す
る
認
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
８
に
つ
い
て
は
、
初
期
細
石
刃
剥
離
で
は
そ
う
し
た
細
石
刃
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
仕
方
な
い
と
み
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
６
で
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
作
業
面
稜
線
を
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
素
材
腹
面
側
に
若
干
の
加
工
を
施
す
だ
け
で
修
正
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
背
面
へ
の
加
工
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
次
の
細
石
刃
剥
離
工
程
へ
連
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
も
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
打
面
作
出
を
し
て
も
作
業
面
と
の
適
切
な
関
係
を
理
解
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
実
際
の
細
石
刃
剥
離
は
、
荒
川
台
技
法
で
は
あ
り
え
な
い
下
縁
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
。
７
に
つ
い
て
は
、
左
側
縁
は
、
素
材
腹
而
と
背
面
が
鈍
角
に
交
わ
り
、
か
つ
平
面
で
は
「
し
」
字
状
と
は
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
右
側
縁
で
は
調
整
を
素
材
腹
面
側
に
行
な
い
、
わ
ざ
わ
ざ
素
材
腹
面
の
平
坦
部
を
破
壊
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
６
と
同
様
、
適
切
な
作
業
面
の
形
状
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
次
の
細
石
刃
生
産
と
の
関
係
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
９
に
つ
い
て
は
周
辺
の
調
整
が
粗
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。
１
．
２
．
３
．
５
の
母
型
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
残
核
で
は
特
に
問題点を見出せない。
次
に
表
を
も
と
に
細
石
刃
剥
離
工
程
上
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
》う。打
面
を
除
く
石
核
表
面
に
お
け
る
剥
離
作
業
面
の
割
く
ロ
で
は
、
１
．
２
．
３
は
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
、
そ
の
他
は
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
っ
た
。
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
四
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よ
う
。
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
で
、
細
石
刃
を
生
産
し
て
い
る
４
．
５
．
６
を
ｂ
グ
ル
ー
プ
、
生
産
し
て
い
な
い
７
．
８
．
９
を
ｃ
グ
ル
ー
プ
と
し
よ
う
。
母
型
作
出
上
の
検
討
結
果
と
比
較
す
る
と
、
問
題
の
あ
っ
た
４
．
６
．
７
．
８
．
９
は
す
べ
て
ｂ
な
い
し
ｃ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
石
材
選
択
、
遺
跡
間
の
関
係
で
異
質
な
８
は
ｃ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。
ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
打
面
調
整
が
細
か
い
、
押
圧
剥
離
回
数
に
対
す
る
細
石
刃
数
は
高
く
ヒ
ン
ジ
・
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
回
数
が
低
い
、
押
圧
点
の
動
き
が
規
則
的
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ｃ
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
逆
で
、
打
面
調
整
は
粗
い
か
な
し
、
ヒ
ン
ジ
・
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
回
数
が
多
い
、
押
圧
点
の
規
則
的
な
動
き
が
看
取
で
き
な
い
、
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
当
然
、
押
圧
剥
離
回
数
に
対
す
る
細
石
刃
生
産
率
は
低
い
。
ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
剥
離
作
業
面
の
石
核
表
面
で
の
割
合
も
含
め
て
、
ａ
．
ｃ
グ
ル
ー
プ
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
とがわかる。
石
核
の
最
終
の
大
き
さ
・
重
さ
で
は
、
ａ
グ
ル
ー
プ
が
ｂ
・
ｃ
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
小
型
の
傾
向
が
あ
る
。
母
型
の
大
き
さ
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
ａ
グ
ル
ー
プ
が
石
核
の
消
費
率
が
最
も
高
く
、
ま
た
実
質
的
な
細
石
刃
生
産
数
も
最
も
多
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
細
石
刃
生
産
率
が
最
も
低
い
も
の
は
ｃ
グ
ル
ー
プ
、
中
間
が
ｂ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
調
整
上
の
問
題
を
あ
げ
る
と
、
ｂ
グ
ル
ー
プ
の
５
、
ｃ
グ
ル
ー
プ
の
７
が
注
目
さ
れ
る
。
５
で
は
、
右
側
縁
の
剥
離
作
業
の
後
、
左
側
で
の
打
面
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
で
は
打
面
と
側
縁
が
鈍
角
で
交
わ
っ
て
い
る
の
で
、
打
面
調
整
の
意
味
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
も
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
部
分
は
さ
ら
に
鈍
角
と
な
り
、
適
正
な
打
面
と
作
業
面
と
の
関
係
が
著
し
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
打
面
と
作
業
面
と
の
関
係
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
７
に
つ
い
て
は
、
打
面
中
央
の
剥
離
痕
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
剥
離
は
打
面
再
生
と
い
う
効
果
を
生
ん
で
お
ら
ず
、
一
方
で
細
石
刃
核
の
高
さ
を
著
し
く
減
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
石
核
の
高
さ
に
対
す
る
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
最
後
に
作
業
を
停
止
し
た
理
由
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
ａ
グ
ル
ー
プ
の
２
以
外
は
、
打
面
と
作
業
面
と
の
角
度
が
鈍
角
と
な
る
、
剥
離
作
業
面
が
著
し
く
変
形
す
る
、
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
た
め
作
業
を
停
止
し
て
い
る
。
２
は
現
状
の
打
面
か
ら
「
二
点
の
細
石
刃
剥
離
は
可
能
で
あ
る
が
、
石
核
の
大
き
さ
が
ほ
ぼ
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
の
で
停
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
は
、
な
ぜ
停
止
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
１
で
は
、
打
面
調
整
し
た
と
し
て
も
数
点
の
細
石
刃
し
か
望
め
な
い
だ
ろ
う
。
３
．
４
に
つ
い
て
は
、
石
核
の
修
正
が
物
理
的
に
困
難
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
５
．
７
で
は
石
核
上
部
の
大
幅
な
切
り
五
○
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細
石
刃
核
観
察
表
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牒萠生
一石生数
一細刃産
|秤圧
Ｉ点の
動き霧 |蕊１－
’震
母岩番号
鮒緬鮒一
１鴬
．
Ｓ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
ヒ
ン
ジ
・
ス
テ
ッ
プ
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
略
で
あ
る
。
石
刃
生
産
可
能
数
は
現
状
の
石
核
か
ら
の
可
能
数
を
示
す
。
正
の
可
能
性
は
何
ら
か
の
石
核
調
整
に
よ
っ
て
さ
ら
に
細
石
刃
剥
離
が
可
能
と
な
る
場
合
を
示
す
。
)｣印は｢ある｣、「－｣印は｢ない｣を示す。
閂１
軍
陣
辰
判
閣
坦
潭
ｅ
埠
程
柵
（
亘
諾
）
番号
出
土
地
点
石
材
素
材
腹
面
形
状
母
型
形
状
母
型
調
整
左
側
縁
下
縁
右
側
縁
打面形成
打面再生
打
面
調
整
作
業面再生
作
業
面
割
合(％）
押
圧
回
数
細
石
刃
生
産
数
Ｓク一
。－フヤ
Ｈプチ
圧のき
押点動
石生可数
細刃産能
修
正の可
能
性
石
核重量(９）
石核高さ
(c、）
1
表面採集
単独
細
粒
平
坦？
Ｕ字
形？
？。
○
○
？。
？。
細
か
い
？。
70以上
10以上
1０
３
規則的
０
○？
13.1
2.9
２
表
面
採
集
単
独
細
粒
平
坦？
Ｕ字
形？
○
○
？．
？．
○
細
か
い
？。
80以上
9以上
５
０
規則的
1,2
８
３
３
表
面
採
集
単
独
や
や
粗
粒
平
坦？
Ｕ字形
○
○
○
？。
○
細
か
い
左
右
60以上
8以上
４
２
規則的
０
○？
38.7
4.8
４
表面採集
６
比
較
的
細
粒
平
坦
Ｕ字形
○
？。
○
細
か
い
左
右
30ほど
9以上
２
２
？。
０
○？
32.8
4.8
５
Ｋ２２Ｉ
単
独
や
や
粗
粒
平
坦
Ｕ字形
○
○
○
○
粗
い
20以下
10以上
４
６
半
規
則
的
０
35.5
4.1
６
表
面
採
集
単
独
や
や
粗
粒
突
出
Ｕ
字形
○
○
○
細
か
い？
5以下
6以上
２
４
？。
０
○
51.5
5.6
７
表
面
採
集
単
独
細
粒
平
坦
Ｕ字形
○
○
？。
○？
粗
い
20以下
13以上
０
９
？．
０
１９
2.7
８
Ｇ１９Ⅱ７０
125
粗
粒
平
坦
Ｕ字形
○
○
な
し
5以下
6以上
１？
３
？．
０
○
58.7
５
９
Ｆ１８Ⅱ３４
4９
比
較
的
細
粒
平
坦
Ｖ字形
○
○
○
？．
○
な
し
左
右
5以下
6以上
０
２
？．
０
○
45.2
5.7
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取
り
が
必
要
で
、
切
り
取
っ
た
場
合
、
細
石
刃
の
長
さ
を
保
証
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
っ
た
。
ま
た
５
で
は
、
左
側
の
打
面
調
整
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
６
．
８
．
９
で
は
、
打
面
再
生
・
作
業
面
再
生
や
打
面
調
整
を
行
な
え
ば
、
ま
だ
石
核
の
再
生
は
可
能
で
あ
る
。
修
正
の
技
術
的
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
、
修
正
後
の
形
状
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
、
修
正
の
や
り
方
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
８
は
、
も
と
も
と
打
面
調
整
を
行
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
修
正
の
や
り
方
を
知
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
６
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
作
業
面
・
打
面
作
出
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
修
正
後
の
形
状
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
９
は
ど
ち
ら
と
も
判
断
で
き
な
い
が
、
打
面
調
整
を
行
な
っ
て
い
な
い
（
知
ら
な
い
）
の
で
、
細
か
な
調
整
能
力
が
欠
け
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
打
面
再
生
を
行
な
っ
て
も
小
型
に
な
る
と
予
想
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
停
止
の
理
由
は
、
ａ
グ
ル
ー
プ
、
ｂ
グ
ル
ー
プ
５
、
ｃ
グ
ル
ー
プ
７
で
は
石
核
形
状
・
大
き
さ
で
説
明
で
き
る
。
そ
の
状
態
に
陥
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
ま
さ
に
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
５
の
左
側
打
面
調
整
は
知
識
の
欠
如
に
よ
る
恐
れ
が
あ
る
。
一
方
、
ｂ
グ
ル
ー
プ
６
と
ｃ
グ
ル
ー
プ
８
．
９
で
は
、
知
識
・
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
欠
如
、
な
い
し
行
為
の
不
正
確
さ
・
未
熟
法
政
史
学
第
六
十
一
号
さ
で
説
明
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
ａ
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
調
整
の
役
割
や
石
核
の
適
切
な
形
状
・
大
き
さ
が
正
確
に
認
識
さ
れ
、
押
圧
の
仕
方
が
良
好
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
工
程
間
・
剥
離
間
の
関
係
、
そ
の
結
果
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
一
万
、
ｃ
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
ｂ
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
中
間
と
い
え
よ
う
。
最
初
に
検
討
し
た
遺
跡
間
関
係
で
理
解
不
能
で
あ
っ
た
８
が
ｃ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
三
技
能
差
と
学
習
過
程
以
上
、
石
材
選
択
・
遺
跡
間
関
係
か
ら
み
た
計
耐
性
、
石
器
製
作
に
か
か
わ
る
知
識
、
工
程
な
い
し
剥
離
に
対
す
る
知
覚
と
判
断
、
具
体
的
操
作
、
と
い
う
点
で
、
ａ
グ
ル
ー
プ
、
ｂ
グ
ル
ー
プ
、
ｃ
グ
ル
ー
プ
の
順
番
で
そ
れ
ら
の
質
・
量
が
連
続
的
に
低
下
し
て
ゆ
く
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
ａ
グ
ル
ー
プ
、
ｂ
グ
ル
ー
プ
、
ｃ
グ
ル
ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
技
能
の
異
な
る
上
級
者
、
中
級
者
、
下
級
者
に
よ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
、
同
じ
経
験
を
積
ん
だ
諸
個
人
間
の
技
能
差
と
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
と
も
な
細
石
刃
を
一
点
も
生
産
し
て
い
な
い
ｃ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
細
石
刃
生
産
と
い
う
本
来
の
目
的
を
達
成
し
て
い
な
い
の
で
、
経
験
を
積
ん
で
い
な
い
人
物
に
よ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
各
グ
ル
ー
プ
間
で
の
技
五
一
一
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荒
川
台
遺
跡
の
細
石
刃
生
産
に
お
い
て
上
手
・
下
手
が
あ
り
、
そ
こ
に
三
階
級
も
の
技
能
差
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
各
階
級
が
連
続
し
て
い
た
。
荒
川
台
遺
跡
は
技
能
の
異
な
る
複
数
の
人
々
で
構
成
さ
れ
、
下
級
の
資
料
は
初
心
者
に
よ
る
も
の
で
、
あ
る
い
は
子
供
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
上
級
者
に
と
っ
て
は
細
石
刃
を
補
給
す
る
目
的
で
石
器
製
作
が
行
な
わ
れ
た
が
、
初
心
者
に
と
っ
て
は
練
習
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
初
心
者
が
上
級
者
の
も
と
で
練
習
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
上
級
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
技
術
伝
承
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
解
は
、
本
遺
跡
の
石
刃
技
法
に
も
当
て
は
ま
る
（阿部二○○一一一ｂ）。したがって本遺跡では、石刃石器群・
細
石
刃
石
器
群
と
も
に
、
同
様
の
行
為
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
定
される。
こ
の
よ
う
に
、
初
心
者
は
技
能
を
高
め
て
中
級
者
・
上
級
者
と
な
る
。
す
な
わ
ち
知
識
の
質
量
を
高
め
、
知
覚
と
対
処
を
確
か
な
も
の
能
差
が
連
続
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
学
習
過
程
の
違
い
と
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
下
級
者
は
学
習
を
と
お
し
て
、
知
識
の
質
・
量
を
高
め
、
知
覚
と
対
処
を
的
確
に
し
て
中
級
者
、
上
級
者
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
上
級
者
の
言
動
を
手
本
と
し
な
が
ら
技
能
を
向
上
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
細
石
刃
生
産
技
術
の
技
能
差
（
阿
部
）
む
す
び
と
し
、
行
為
を
的
確
に
遂
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
結
果
と
し
て
そ
の
時
代
の
技
法
・
技
術
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
文
化
圏
の
時
間
軸
が
保
証
さ
れ
る
。
一
方
、
集
団
の
遊
動
形
態
、
他
集
団
と
の
交
流
関
係
が
空
間
軸
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
荒
川
台
遺
跡
第
三
次
調
査
以
降
の
資
料
で
は
、
今
回
の
ｃ
グ
ル
ー
プ
の
石
核
よ
り
も
稚
拙
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
や
各
グ
ル
ー
プ
の
中
間
的
要
素
を
も
つ
資
料
が
見
ら
れ
、
技
能
差
は
さ
ら
に
多
く
の
階
級
に
分
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
経
験
の
差
に
よ
る
技
能
差
だ
け
で
は
な
く
、
同
一
の
経
験
を
積
ん
だ
上
で
の
器
用
・
不
器
用
と
い
っ
た
技
能
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
一
つ
の
母
岩
が
技
能
の
異
な
る
複
数
の
人
間
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
回
の
分
析
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
同
時
に
技
能
差
の
判
断
基
準
も
明
確
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
人
類
の
知
能
進
化
過
程
の
研
究
に
適
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
註（
１
）
す
べ
て
の
石
器
は
か
な
ら
ず
一
つ
の
母
岩
（
原
石
）
に
所
属
す
る
が
、
こ
こ
で
は
二
点
以
上
で
構
成
さ
れ
る
も
の
を
母
岩
別
資
料
と
呼
ぶ
。
｜
点
だ
け
の
も
の
は
単
独
資
料
と
呼
ぶ
。
引
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法
政
考
古
学
」
第
一
六
集
五
九
’
八
一
頁
阿
部
朝
衛
一
九
九
二
「
新
潟
県
関
川
村
荒
川
台
遺
跡
第
』
次
調
査
報
告
」
「
法
政
考
古
学
」
第
十
八
集
一
’
一
三
六
頁
阿
部
朝
衛
一
九
九
三
「
新
潟
県
荒
川
台
遺
跡
の
細
石
刃
生
産
技
術
の
実
態
ｌ
荒
川
台
技
法
の
提
唱
ｌ
」
「
法
政
考
古
学
」
第
二
○
集
一
’
二
二
頁
阿
部
朝
衛
一
九
九
五
「
新
潟
県
北
部
地
域
に
お
け
る
石
器
材
料
の
調
査」「帝京史学」第一○号三五三’一一一七二頁
阿
部
朝
衛
一
九
几
六
「
新
潟
県
北
部
地
域
に
お
け
る
Ⅲ
石
器
時
代
の
使
用
石
材
」
「
帝
京
史
学
」
第
二
号
一
二
七
’
一
六
六
頁
阿
部
朝
衛
一
九
九
七
「
新
潟
県
北
部
地
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
石
材
使
用
と
そ
の
背
景
」
「
帝
京
史
学
」
第
一
二
号
一
一
五
’
一
五
三
頁
阿
部
朝
衛
二
○
○
○
「
先
史
時
代
人
の
失
敗
と
練
習
１
石
鍼
と
磨
製
石
斧
の
分
析
か
ら
ｌ
」
「
考
古
学
雑
誌
」
第
八
六
巻
第
一
号
一
’
二
六
頁
阿
部
朝
衛
二
○
○
三
ａ
「
Ⅲ
石
器
時
代
の
技
術
伝
承
と
社
会
化
」
「
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
五
○
四
号
四
’
六
頁
阿
部
朝
衛
二
○
○
一
一
一
ｂ
「
旧
石
器
時
代
の
技
術
伝
承
ｌ
新
潟
県
荒
川
台
遺
跡
の
石
刃
技
法
を
例
と
し
て
Ｉ
」
「
法
政
考
古
学
」
第
三
○
集
法
政
史
学
第
六
十
一
号二○
○
二
「
荒
川
台
遺
跡
’
一
九
八
九
年
度
調
査
ｌ
」
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
安
蒜
政
雄
一
九
七
九
「
日
本
の
細
石
核
」
「
駿
台
史
学
」
第
四
七
号
一
五
二
’
一
八
三
頁
北
沢
実
一
九
九
二
「
帯
広
・
泉
町
Ａ
遺
跡
」
帯
広
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
一
○
冊
帯
広
市
教
育
委
員
会
鈴
木
忠
司
一
九
七
一
「
野
岳
遺
跡
の
細
石
核
と
西
南
日
本
に
お
け
る
細石刃文化」「古代文化」第二一一一巻第八号一七五’一九二頁
鶴
丸
俊
明
一
九
七
九
「
北
海
道
地
方
の
細
石
刃
文
化
」
「
駿
台
史
学
」
第
四
七
号
一
一
三
’
五
○
頁
中
村
由
克
ほ
か
一
九
七
八
「
野
尻
仲
町
水
道
工
事
立
会
調
査
報
併
書
」
長
野
県
上
水
内
郡
信
濃
町
水
道
課
（
付
記
）
一
九
八
四
年
に
法
政
大
学
文
学
部
助
手
と
な
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
伊
藤
玄
三
先
生
に
は
大
変
な
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
資
料
は
助
手
時
代
か
ら
調
査
し
て
き
た
遺
跡
か
ら
の
も
の
で
、
先
生
に
は
発
掘
中
の
遺
跡
に
お
越
し
い
た
だ
き
直
接
ご
指
導
を
賜
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
生
と
も
ど
も
大
い
に
元
気
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
学
恩
に
報
い
る
に
は
十
分
な
論
考
と
は
い
え
な
い
が
、
私
が
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
れ
た
こ
の
遺
跡
資
料
で
考
察
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
伊
藤
先
生
の
ご
指
導
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
五
四
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